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【目的】腱板断裂は肩関節疾患の中で比較的よくみられる疾患の一つである。
腱板断裂後に腱板筋の脂肪変性を認めることがあり、特にこの脂肪変性は術後
再断裂の原因とも報告されている。この腱板広範囲断裂に伴う腱板筋脂肪変性
の原因として、腱断裂に伴う機械的刺激の低下と肩甲上神経障害が関与してい
ると報告されているが、神経障害の関与については不明な点が多い。また過去
に報告された肩甲上神経障害モデルはいずれも肩甲上神経を切断して作製して
いるモデルであり、侵襲が大きいとも報告されている。今回、我々は肩甲上神
経を結紮した肩甲上神経麻痺モデルを用いて腱板広範囲断裂および肩甲上神経
麻痺による腱板筋脂肪変性について組織学的評価と力学的検討を行った。 
【方法】9週齢雄 SD ラット 72匹を用いて腱板広範囲断裂モデル（断裂群）、肩
甲上神経麻痺モデル（結紮群）、腱板広範囲断裂+肩甲上神経麻痺モデル（合併
群）、展開のみ（Sham 群）の 4つのモデルを作成した。術後 2週、4週、8週で
棘上筋を採取し、組織学的評価として HE 染色と脂肪染色を行い、棘上筋全体に
対して脂肪細胞が占める割合を測定した。また力学的評価として棘上筋重量、
最大破断強度、引っ張り強度およびヤング率を計測した。 
【結果】棘上筋重量は、術後 2週、4週、8週で断裂群、結紮群、合併群のいず
れも Sham 群に比べて減少していた。組織学的検討では、断裂群では棘上筋は筋
原性萎縮を呈し、脂肪変性は術後 2週より認め、術後 8週で最も広範となった。
また結紮群と合併群では棘上筋は神経原性萎縮を呈し、脂肪変性は術後 2 週よ
り認め、術後 8 週で最も広範となった。脂肪細胞の占める割合は、2 週、4 週、
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8 週のいずれも合併群、結紮群、断裂群、Sham 群の順で有意に多く認めた。力
学的検討では引っ張り強度とヤング率は術後 4 週以降で 4 群間に有意な差を認
めた。 
【考察】過去の報告では腱板広範囲断裂が生じると、それに伴い腱板内を走行
する肩甲上神経が内側に牽引され、肩甲上切痕と棘窩切痕で肩甲上神経が圧迫
されると報告されている。ラットは人と同様に、肩甲上神経が肩甲上切痕を通
過するといった解剖学的特徴を持っている。この解剖学的特徴のため、腱板広
範囲断裂が生じれば人と同様に肩甲上神経障害が発生する可能性がある。しか
し今回の結果では腱板広範囲断裂モデルに肩甲上神経障害が関与している可能
性は低い結果であった。また、従来の肩甲上神経障害モデルはいずれも肩甲上
神経を切断したモデルであり、肩甲上神経が牽引されて生じると報告されてい
る病態と解離していると思われる。本研究で用いた肩甲上神経結紮モデルは、
肩甲上神経を切断するモデルに比べてより臨床に近い病態を反映していると思
われた。 
【結論】広範囲腱板断裂と肩甲上神経麻痺では、腱板筋脂肪変性の進行と筋伸
展性の変化が異なる傾向を認め、広範囲腱板断裂後の棘上筋脂肪変性に関して、
肩甲上神経麻痺が関与している可能性は低いと考えられた。 
 
